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1 はじめに

現在，インターネットは実社会における情報流通に必

要不可欠なインフラとなっている．そのネットワーク上

で流通する情報は膨大な量となっているだけでなく，加

えて情報の内容・品質が多種多様となり玉石混淆のデジ

タルコンテンツが流通している．その結果，どのような

情報がインターネット上に存在するのかを把握する事す

ら困難となっている．

我々はインターネットから必要な情報を探し出す際に

は，検索エンジンを利用するが，一般的なキーワードを

入力した場合には，その検索結果が大量に出力されるこ

とが多い．その結果，専門知識を持たない一般的なユー

ザは検索結果の上位数件を閲覧した後に同様の内容が書

かれていれば，そのWebページの情報を信用すること
が多く，情報の発信元やその内容の分布に充分な注意を

払っていないのが現状である．

しかし，SEO（Search Engine Optimization）と呼ば
れる特定のWebページのランキングを上位にする操作
によって，検索エンジンによる検索結果は恣意的に操作

されている可能性も高く検索エンジンのランク順は問い

合わせに対する内容の適切度を表しているとは言えなく

なっている．

このような情報流通環境の変化の中で，玉石混淆と

なっているWebコンテンツから信頼出来る情報を見つ
け出す手がかりを明らかにして，適切なものを見つけ出

すための技術開発が求められている．

2 Webコンテンツの信頼性分析プロジェクト

インターネット上の玉石混淆のWebコンテンツから
信頼性の高い情報を見つけるためにはWebページに記

述されている内容に踏み込んだ分析が必要不可欠である．

しかし，一般に使われている現在の検索エンジンでは内

容まで踏み込んだ分析を行い提示するものがない．そこ

で情報通信研究機構 (NICT)ではWebコンテンツの信
頼性分析に焦点を絞った研究開発プロジェクトを 2006
年 4月からスタートさせた．また，2007年度から総務
省においても同様の研究課題に着目した「電気通信サー

ビスにおける情報信憑性検証技術に関する研究開発プロ

ジェクト」がスタートした．

このようなWebコンテンツの信頼性分析技術の研究
開発という非常に挑戦的な課題に対して，我が国では

NICTと総務省が中心となって研究開発が推進されてい
るが，信頼性を判断するためにはどのような情報を抽出

すべきであるか，また，その抽出された情報をどのよう

に信頼性評価に結びつけるのかを明らかにすることが，

両プロジェクトの大きな課題であり，また，2011年 3月
末までの限られた研究開発期間で実際に使える技術を社

会に産み出すことが求められている．

これらのプロジェクトでは，情報信頼性についての分

析課題を表現する単語や文章を分析対象語あるいは文と

して入力すると，その課題について分析する情報信頼性

分析システムの実現を目指している．具体的には従来の

検索エンジンと同様に分析対象語 (文)を入力すればイ
ンターネット上から関連情報を検索するだけでなく，そ

れぞれの内容を多面的に分析して，信頼性評価に役立つ

意見，外観，内容，評判情報などを分類・提示するシス

テムを研究・開発している．この研究・開発では，シス

テムが出力する分析結果によって，ユーザの信頼性判断

を支援することを目的とする．つまり，開発システムが

自動的に信頼性を判断するのではなく最終的な判断は人
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図 1: プロジェクトの相互関係

間にゆだねる事としている．

このようなユーザが情報の信頼性を判断する手がかり

となる情報を抽出するための情報分析技術においては，

テキストデータとして記述されたWebページから，意
味内容を抽出することが重要であり言語処理技術がコア

技術として用いられる．その一方で，画像データを含む

Webコンテンツの解析においてはデータ構造分析や画像
処理技術なども必要不可欠であり，多様な技術を駆使す

る必要がある．そのため，総務省のプロジェクトにおい

ては，テキスト情報を対象とした言語処理技術による情

報分析技術だけでなく，データ工学的・画像処理的なア

プローチを駆使した分析技術なども研究開発している．

図 1 にプロジェクト相互の関係について示す．

本稿では，NICTと総務省の両プロジェクトにおいて
言語処理技術が果たす役割について述べる．

3 Webコンテンツの情報信頼性分析における
言語処理技術

検索エンジンの結果から信頼出来る情報を簡単に見つ

けられない大きな原因として，情報の発信者が容易にわ

からないことや検索結果にどのような内容が含まれてい

るのかを分類・整理した形で見られない事が挙げられる．

例えば，ユーザが閲覧しているWebコンテンツや分析し
たい課題に対して，どれくらいの人間が同意しているの

かまた，それぞれの情報が誰の手によって記述され発信

されているのかがわかりやすく提示されれば，そのユー

ザは情報の信頼性について評価することが容易となる．

このような情報をWebコンテンツから抽出するため
には，Webのリンク構造などからランキングするよう
な手法とは全く異なった記述内容を深く解析する手法が

必要となる．つまり，Webコンテンツの信頼性をユーザ
が判断するためには，対象としているWebコンテンツ
やユーザによって与えられた分析課題に対して実社会の

人々による「評判情報」や，その情報の「発信者情報」，

また，与えられた課題に対する「主要意見」や「対立意

見」が必要不可欠と考える．そしてそれらを文章から取

り出すためには，高度な言語処理技術を駆使する必要が

図 2: WISDOMの画面例

ある．次章にて我々が開発している情報信頼性分析エン

ジンWISDOMとそこで使われてい言語処理技術を用い
た情報分析技術について述べる．

4 情報信頼性分析エンジンWISDOM

NICTで開発が進められている情報信頼性分析エンジ
ンWISDOM(Web Information Sensibly and Discreetly
Ordered and Marshaled)[3]は，従来の検索エンジンと
同様に分析したいキーワードやキーセンテンスを入力す

ることで，TSUBAKI[2]によって検索されたWeb コン
テンツを対象として上記の項目について分析を行う．分

析内容はタブ形式で分類されたインタフェース上に提示

され検索内容とその分析結果がシームレスに表示でき

る．WISDOMの分析機能について以下に記述すると共
に，一例として，バイオエタノールについての分析課題

を「バイオエタノールは環境に良い」という分析対象文

として入力した画面例を図 2に示す．

4.1 主要・対立表現の抽出

主要表現とは，与えられた課題に対するWebページ
集合に対して，高頻度に出現する言語表現のことであり，

名詞句と述語項構造（文）の 2つのタイプを解析する．
これに対して対立表現とは述語項構造の主要表現に対立，

矛盾する言語表現のことを示す．WISDOMでは，与え
られた課題に対してこれらの表現の分析を行う [5]．具
体的にはWISDOMは，TSUBAKIの検索結果 1000件
に対して以下のように処理を行っている．

1. 各ページからの主要表現を抽出
各ページから与えられた分析課題に関する 15文程度
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の重要文を選択し，複合名詞，括弧で囲まれた表現，

述語項構造などを主要表現の候補として抽出する．
2. 主要表現の集約
高頻度の表現を抽出するだけではなく，形態素解析

による表記揺れの吸収を行い，国語辞典やWeb等か
ら自動獲得した同義表現のマージ，さらには，部分

全体関係にある表現のマージなどを段階的に行うこ

とによって高精度に主要表現を集約する．
3. 対立表現の抽出
主要表現として抽出した述語項構造について，述部

がその否定となっているもの，及び反義語に置き換

わっているものがあれば対立表現として抽出する．

4.2 評価情報の抽出

文書として記述された内容から意見情報を抽出し分類

する技術は商品を評価する等の幅広い応用が想定されて

おり，盛んに研究が行われている [6]．従来の研究では，
商品に関する主観的な表現によって著者の意見が表明さ

れている評価情報を対象としたものが多い．その一方で，

「この食品は発がん作用を促進する．」，「買って 3日後に
壊れた」などの客観的な表現で記述されているものも数

多く存在するため，従来手法では不十分であった．そこ

で，WISDOMでは，多様な評価情報の抽出を実現する
ために，評価情報を付与したコーパス [8]を作成した後
に，6種類の評価表現に分類して分析を行っている．こ
れらの分類とコーパス構築と並行して，自動分類機構の

開発を進めている [1]．これは，まず文中の単語の形態
素情報や評価表現辞書に登録されている単語の極性情報

を素性として SVMによる機械学習で評価極性の判断を
行う手法である．現在までの実験によって 83%の精度が
得られている．

4.3 Webページの発信者分類と情報の発信の分類

Webページの情報発信者とは，ページに含まれる情
報の内容や，情報の公開に責任を持つ人物や個人である

と考える．そのため，サイト運営者のみならず，ページ

著者を考慮した分類モデルが必要となる．本研究では，

Webページ情報発信の形態を情報発信構成と名付けて，
以下の５つの基本構成を定義している [4]．

(a) 単一タイプ

個人管理サイトで個人が発信しているもの，組織の

サイトで組織として発信しているもの等
(b) 所属タイプ

企業のサイトで経営者や社員が情報発信しているも

の等
(c) 掲載タイプ

新聞社や学会などのサイトに専門家の寄稿記事が掲

載されているもの等
(d) 引用タイプ

blogなどで，他のサイトの情報などを引用している
場合等で，引用者の責任で引用しているもの等

(e) サービスタイプ

掲示板や blogのコメント欄などのように著者やサイ
ト運営者以外のもの等

このような定義の下で，HTML文書構造を用いてサ
イト発信者情報が記述されている可能性の高い場所と

固有名解析を行うことで人名，組織名の可能性のある

ものを選択する．さらに選択された候補について，分析

ページ中に現れる頻度や関連ページ全体に現れる頻度，

出現するページの種類（分析対象ページ，トップページ

など），固有名解析結果，構成形態素の情報等を用いて

RankingSVMによる学習を行いランキングする．

5 意味内容の時系列分析技術の開発

前章で述べたとおりWISDOMの開発を通じて主要・
対立表現及び，評価表現の抽出や発信者情報の抽出・分

類等の機能を開発しているが，「情報の信頼性を判断する

手がかりとなる情報を提供する」といった目的にはまだ

まだ不十分である．たとえば，Webコンテンツに含まれ
る意見情報について対立情報だけでなく，根拠となる情

報や上位・下位概念の情報などが信頼性を判断する大き

な手がかりになる．また，分類・表示された情報が古い

ものであれば，役に立たない事も多い．さらに最終的に

信頼性の判断をする場合には，その記述がなされている

Webコンテンツの内容を把握する必要があるが，全て
を読むことは大きな労力となるため，内容を要約して提

示することも重要である．総務省の「電気通信サービス

における情報信憑性検証技術に関する研究開発プロジェ

クト」においては，2つの課題について研究プロジェク
トを進めているが，そのひとつである「意味内容の時系

列分析技術の開発プロジェクト」では，このような課題

について自然言語処理技術を核とする研究開発を進めて

いる．「意味内容の時系列分析技術の開発プロジェクト」

が目指す分析システムの概念を図 3に示し，それらの現
状について以下に述べる．

5.1 論理的関係解析技術の開発

ユーザが分析課題として指定する分析対象文に対して，

それと根拠・例示・詳細・矛盾などの論理的関係をなす

文をWeb文書集合の中から抽出し，「言論マップ」と呼
ばれる言論間の関係グラフを自動生成する技術の研究開

発を進めている [9]．これまでに，約 130万対の上位下
位関係や 4.6万対の事象間関係などの知識ベースを整備
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図 3: 「意味内容の時系列分析技術の開発プロジェクト」
の研究・開発項目

するとともに，モダリティや否定情報を付与した約 4000
文のコーパスを作成し，また上述のような論理的関係を

付与したコーパスの構築にも着手している．

5.2 Webコンテンツの要約・整理技術の開発

Webコンテンツに含まれる文書情報から抽出した重
要な言論やその論理関係を含んだパッセージを骨組みと

して，TextRankによる要約を行う技術を開発している．
現在は「裁判員制度」等の 3トピックにおいて 80%程度
以上の抽出精度を実現している [7]．

5.3 時系列分析技術の開発

着目した言論が含まれるWeb コンテンツ数が時間と
共にどのように変化するのかをトラッキングすることで，

着目した言論の変化点やその出現数の時間変化に影響し

ている関連言論を抽出すると共に，求めた関連言論と言

論マップで抽出された言論の時間的推移からそれらの伝

搬フェーズを推定し，有効期限等を判定する技術の開発

を進めている．現在は，複数のキーワードを用いて簡易

的に表現された言論に対して，この手法の有効性の確認

を行っている [10]．

6 おわりに

総務省と NICT では，情報信頼性分析技術の開発と
いう新しい分野の技術開発に焦点を絞り，情報爆発時代

における玉石混淆の情報資源の中から信頼性と価値の高

い情報を見つけるための情報分析技術について研究・開

発を進めている．紙面の都合上，本稿では自然言語言語

処理技術を用いた NICT の研究開発プロジェクトと総
務省プロジェクトについて記述したが，検索エンジンや

Webサービスの信頼性，また，言語処理技術だけではカ
バーできない画像を含むWebページの信頼性分析など

の技術開発についても，「電気通信サービスにおける情報

信憑性検証技術に関する研究開発プロジェクト」の中で

「Webコンテンツの分析技術プロジェクト」として行っ
ている．

Webコンテンツの信頼性を分析するための情報分析
技術は，多方面にわたる技術を用いる必要があるが，テ

キストとして記述されている内容を解析するためには言

語処理技術が果たす役割が大きく，新たな技術開発が必

要である．今後も産学官連携体制の下で研究・開発を進

めていく予定である．
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